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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業１．流通BMSとは

流通BMSとは、流通ビジネスメッセージ標準の略称である。

流通BMSとは、流通システム標準化事業（経済産業省平成18,19,20（予定）年度事業）にて策定された

“流通システム標準※”の一部として、特に流通業界における新しいEDI標準を規定するもので

ある。

商品マスタデータ同期化

商品マスタデータ項目(製・配・販で共有される商品マスタ項目の定義)

XMLスキーマ（標準商品マスタ項目をデータプール間で交換するためにシステム向け言語に翻訳したもの）

その他、検討中のもの

標準物流ラベル等(流通ビジネスメッセージ標準と連携した物流ラベルや付帯帳票の標準モデル)

流通システム標準

流通ビジネスメッセージ標準（流通BMS）

標準メッセージ（業務ごとに必要とされるメッセージを構造化したデータ項目群として記述したもの）

XMLスキーマ（標準メッセージを企業間で交換するためにシステム向け言語に翻訳したもの）

各種ガイドライン（流通ビジネスメッセージ標準の利用方法等を記述したもの）
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業２．流通BMSメンテナンス方式の目的

（１）想定課題

（２）“流通BMSメンテナンス方式”の目的

今後、様々な業界にて流通BMSの検討・策定が進んでいくことが想定される。

その際、各業界にて流通BMSについて独自に検討が行われ、また策定後も各業界にて管理が行
われると、以下のような課題の発生が想定される。

－流通BMS全体としての統一性が損なわれ、複数業界と取引している企業は多様な流通BMSに対応し
なければならず、流通BMSを活用するメリットを十分に享受できない。

－複数業界で同一のメッセージを利用している場合は、特定業界の都合で変更が行われることにより不
都合が生じる恐れがある。

本ドキュメント“流通ビジネスメッセージ標準”は、上記の課題発生を防ぐために、流通BMSの

維持・管理についての業界横断的なルールを定めることを目的とする。

【A業界の流通BMS】

－メッセージ名称
－管理方法
－ドキュメントの種類
－メンテナンス手順

【B業界の流通BMS】

－メッセージ名称
－管理方法
－ドキュメントの種類
－メンテナンス手順

【C業界の流通BMS】

－メッセージ名称
－管理方法
－ドキュメントの種類
－メンテナンス手順

個別対応
個別対応 個別対応

個別の業界ごとの
ルールに従う必要が発生

個別の業界ごとの
ルールに従う必要が発生

企業X企業X
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

本流通BMSメンテナンス方式は、 「流通システム標準推進協議会（仮称）」およびその下に設置
される「事務局」「メッセージメンテナンス部会」を前提として作成している。

０８年２月５日第５回「標準の維持管理体制のあり方検討部会」 資料２ Ｐ５を一部修正

３．流通BMSメンテナンス方式の前提

(財)流通システム開発センター

総会

運営委員会

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

商品マスタ
項目部会

（仮）

物流ラベル
部会（仮）

Data Bar
活用検討部会

事務局

流通システム標準普及推進協議会

本資料では、「流通システム標準推進協議会」について以降「協議会」と記述する。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業４．流通BMSメンテナンス方式の概要

（１）全体概要

流通ビジネスメッセージ標準

【メッセージ種】

発注メッセージ

出荷メッセージ

・・

【業務プロセス】

【ガイドライン】

テクニカルガイドライン

運用ガイドライン

・・

【スキーマ】

共通スキーマ

業務スキーマ

・・

××型業務プロセス

○○型業務プロセス

・・

CR※発生
（Change Request）

業界団体

企業

・
・

≪標準管理の対象物≫≪標準管理の対象物≫ ≪≪標準標準管理管理の組織体制の組織体制≫≫

※CR・・・チェンジ・リクエスト。協議会に対して「チェンジリクエスト提案書」を提出し、流通BMSに対する追加、
修正、削除の提案を行う行為を示す。

流通BMSメンテナンス方式は、以下の３つの要素から構成される。

≪≪メンテナンスメンテナンス
実施実施プロセス≫≫
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

（２）標準管理の対象物について（概要）

流通BMSにて標準管理の対象とする対象物について定義する。具体的には以下の図に記載した
ものが対象物として挙げられる。

メッセージ関連の管理対象

通信プロトコル
関連の管理対象

【運用ガイドライン】

業務プロセス

公開単位

メッセージ種

メッセージ項目解説

スキーマ

【XML
設計規約】

【テクニカル
ガイドライン】

【通信
プロトコル
セキュリティ
ガイドライン】

【導入
ガイドライン】

【CPA
テンプレート】

【流通業界共通
認証局証明書
ポリシー 】

メッセージ項目

セット方法
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標準管理の対象物についての管理方法について以下の表に示す。
なお、流通BMSは下記管理対象物の総称であり、名称管理および付番管理を
行わないものとする。（例：流通BMS ver1.1の様な表記は行わない）

付番管理

・公開単位

・メッセージ

・スキーマ

・メッセージ項目

・運用ガイドライン

名称管理

（ドキュメント・コンテンツ名称を一意に定義する）
・名称の一意性定義

・各種ドキュメント

版数管理

（公開の期日に応じて版数を付
ける）

・ドキュメント単位での改変の

管理

・コンテンツ単位での改変の

管理

・システム単位での改変の

管理

・公開日ごとの管理

・対象物間の関係性管理

バージョン管理

（公開の期日に応じてバージョン
を付ける）

管理方法

・公開単位

・メッセージ

・コードリスト

・スキーマ

管理対象物管理のあり方
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

（３）標準管理の組織体制について（概要）

１） 協議会

協議会では、業界横断的に流通ビジネスメッセージ標準の維持、管理、普及を行う。

協議会内の流通ビジネスメッセージ標準に関する組織体制は以下が想定されている。

① 総会

② 運営委員会

③ メッセージメンテナンス部会（仮称）

④ 業界間ミーティング

⑤ 業界間検討ワーキング（WG）

⑥ 事務局

⑦ 技術仕様ワーキング（WG）（仮称）

２） 業界内会議体

業界内会議体では、各業界団体内で流通ビジネスメッセージ標準に関する検討を
行う。
業界団体内での会議体の名称や構成については、各業界団体に依存する。

流通ビジネスメッセージ標準のメンテナンスに関わる組織は、大別して協議会と業界内会議体
で構成される。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

（４）メンテナンス実施プロセスについて（概要）

流通BMSメンテナンスの一般的な流れを示す。

CR
提案書

① 業界内検討フェーズ ② 業界間検討フェーズ

チェンジリクエスト提出
をもって、協議会での

検討に移行

業界内検討 業界間検討 メッセージメンテナンス部会承認

新たなメッセージを
作成したい

業界内で検討を行い、
変更要求とりまとめた上で

CR提案書を作成する

CRについて業界間で検討を
行い、メッセージメンテナンス

部会で承認を行う。

メッセージメンテナンス
部会承認の後、

策定物の修正・公開

他業界との情報共
有が必要だ

業界内検討会議 業界間検討会議
メッセージ
メンテナンス部会
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

■ 業界内検討フェーズのプロセス

各ユーザー業界のWG

協議会

業界間ミーティング
検
討
申
入
れ
／
支
援
依
頼

情報共有 検討

検討テーマ
合意

検討テーマ
受付

検討

業界内検討フェーズにおけるメンテナンス実施プロセスの流れを示す。

情報共有

CR作成

資料提示
／検討支援

支
援

資
料
参
照

会議体設置

検
討
状
況
報
告 ※必要に応じて会議体設置

※点線部分は、必要に応じて実施
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業界間検討フェーズにおけるメンテナンス実施プロセスの流れを示す。

協議会

各ユーザー業界のWG

CR

受付
検討方法・
体制決定

提
出

CR対応
方法検討

承認 公開

会議体
設置

対応方法
案策定

業界間検討WG
ア
ナ
ウ
ン
ス

CR対応
方法検討

対応方法
案策定

参加者
決定

※必要に応じて会議体設置

対応案の
業界内検討

※点線部分は、必要に応じて実施

■ 業界間検討フェーズのプロセス
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

Ⅱ．標準管理の対象物
について
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

１．標準管理の対象物に関する考え方
１.１ 標準管理の対象物について

流通BMSの策定物を管理していくにあたり、「標準管理の対象物」について以下の事項を明確
にする。

流通BMSにて策定された「標準」については、文書化されたもの（＝標準管理の対象物）を管理
する必要がある。また、「標準」を改変する際には、標準管理の文書を更新する作業をもって
改変を認識する必要がある。

－ 対象物選定の考え方

－ 対象物の分類

－ 対象物管理の考え方

・付番管理について

・名称管理について
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業１.２ 対象選定の考え方

BMS
（ＳＢＤＨ）

メッセージ スキーマ

運用
ガイドライン

テクニカル
ガイドライン

【流通BMS独自の策定物】 【他の管理主体の策定物】

ＡＳ２

SOAP-RPC

ebXML

各種
ドキュメント

①流通BMS独自の策定物であり、完成されたもの

②流通BMS独自の策定物であり、策定途中となっているもの（中間策定物）

③他の管理主体で策定された標準（参照・準拠するための策定物）

（①完成策定物）

流通BMSの策定過程においては、以下の3種類の策定物が存在する。

分類整理

（③他の管理主体で策定された標準）（②中間策定物）

既存業務
プロセス

メッセージ
絞込み

通信プロトコル
セキュリティ
ガイドライン
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業１.２ 対象選定の考え方

標準管理の対象は、完成した策定物を対象とし、②中間策定物は含まないこととする。

③他の管理主体で策定された標準（参照・準拠するための策定物）については、標準化管理
の対象外とし、策定もとの管理に従うこととする。

ただし、中間策定物でもCRの検討等において広く意見を求めるために公開をする必要のある
ものも存在するため、これらの扱いについては別途CRフローの中で定義するものとする。

対象選定の考え方
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

２．標準管理対象の概要
２.１ 標準管理対象の概要

【凡例】

：ガイドライン等の一冊と
なっているドキュメント

：ドキュメントの中身を
構成するコンテンツ

：スキーマ等のシステム

メッセージ関連の管理対象

通信プロトコル
関連の管理対象

【運用ガイドライン】

業務プロセス

公開単位

メッセージ種

メッセージ項目解説

スキーマ

【XML
設計規約】

【テクニカル
ガイドライン】

【通信
プロトコル
セキュリティ
ガイドライン】

【導入
ガイドライン】

【CPA
テンプレート】

【流通業界共通
認証局証明書
ポリシー 】

メッセージ項目

セット方法



19
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・運用ガイドライン／
メッセージ利用ガイドライン

・導入ガイドライン

・テクニカルガイドライン

・XML設計規約

・通信プロトコルガイドライン

・CPAテンプレート

・流通業界共通認証局証明書ポリシー

・複数の内容を物理的に1冊にまと
めたものを指す。（PDFファイルを
含む）

・ドキュメントには「コンテンツ」が内
包される。

・ドキュメントには複数バージョンの
コンテンツが含まれる場合がある。

ドキュメント

・業務プロセス

・公開単位

・メッセージ種

・メッセージ項目

・メッセージ項目解説

・コードリスト

・セット方法

・ドキュメントを構成する内容のか
たまりを指す。

・各々でバージョン付番されることも
あり、個別に提供される場合もあ
る。

コンテンツ

・システムおよびシステム仕様。ス
キーマを格納するフォルダ群およ
びそのプロパティを指す。

内容および位置付け

・スキーマシステム

一覧分類

２.２ 対象物の分類

標準管理対象物の整理のため、以下に分類のようにする。

対象物の分類
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ユーザ通信プロトコル ebXML MSのひな型となるCPA。CPAテンプレート

スキーマ
開発者

スキーマを直接扱うアプリケーションの設計及び開発を行う
ための、メッセージ構造などを詳細に説明するドキュメント。

XMLテクニカルガイドライン

スキーマ
開発者

スキーマを設計する際の規約について説明するドキュメント。XMLスキーマ開発ガイド

ユーザメッセージを送受信する伝送プロトコルの説明とその詳細な
設定方法の説明をするドキュメント。

通信プロトコルガイドライン

ユーザ対象とする業界や商材にて活用するメッセージ種やメッセー
ジ項目、業務プロセス、またメッセージのセット方法などを記
載したドキュメント。

運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

ユーザ流通ビジネスメッセージ標準を自社に導入しようとする企業
の担当者向けに、準備すべき内容や手順等を説明するド
キュメント。

導入ガイドライン

概要 対象利用者ドキュメント名

２.２ 対象物の分類

各対象物の関係性および概要を示すため、一覧で整理する。

対象物の整理

（１）ドキュメント
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業２.２ 対象物の分類

（２）コンテンツ

標準で利用されるコードリストとその意味を
示したコンテンツコードリスト

運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

ユーザメッセージを公開する際に括る単位。基本
的にはこの単位毎に運用ガイドライン／メッ
セージ利用ガイドラインが作成されている。

公開単位
運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

ユーザ各メッセージに含まれる具体的なメッセージ
項目およびその属性（データ型や桁数など）
について示したコンテンツ。

メッセージ項目
運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

ユーザ対象とする業界や商材にて流通BMSを活用
する際に使用するメッセージについて示した
コンテンツ。

メッセージ種
運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

運用ガイドライン／

メッセージ利用ガイドライン

ドキュメント名

ユーザ対象とする業界や商材にて流通BMSを活用
する際の一連の業務の流れについて示した
コンテンツ。

業務プロセス

ユーザメッセージ項目に関し、業界や商材毎に個
別の解説を示したコンテンツ。メッセージ項目解説

メッセージのセット方法に関し、業界や商材
毎に個別の解説を示したコンテンツ。

概要

ユーザ

対象利用
者

セット方法

コンテンツ名

※運用ガイドラインのみを展開
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業２.２ 対象物の分類

（３）システム

ユーザ流通BMSで定義されたメッセージに基づき開発した
XMLスキーマ。

スキーマ

概要 対象利用者システム名
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

３．対象物管理の考え方
３.１ 対象物管理の考え方

想定課題

業界を横断した場合の課題

流通BMSが複数の業界にて検討もしくは利用される場合、各々の対象物が一意に定義され、識別可能で
あることが求められる。

⇒⇒ 名称の一意性定義名称の一意性定義

バージョンアップをした場合の課題

各対象物は、利用されるなかで改変が行われた場合、利用者間で複数バージョンの利用が想定される。その
際、旧バージョンと新バージョンを区別できる必要がある。

⇒⇒ ドキュメント単位での改変の管理、コンテンツ単位での改変の管理、ドキュメント単位での改変の管理、コンテンツ単位での改変の管理、 スキーマスキーマ単位での改変の管理単位での改変の管理

公開する場合の課題

ドキュメントが公開・配布される際、公開日ごとに変更の有無や変更箇所を認識できることが求められる。

⇒公開日ごとの管理⇒公開日ごとの管理

ドキュメントとシステムの関係上の課題

ドキュメントの変更がシステムにどこまで影響するのか、（特にスキーマ等のシステムについて）認識できる
ことが求められる。

⇒対象物間の関係性管理⇒対象物間の関係性管理
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業３.１ 対象物管理の考え方

管理のあり方

前頁の課題を踏まえ、バージョン等の付番、名称の一意性定義等によって利用者が対象物
を判別可能な管理体系とする必要がある。

××ガイドライン

第1.1版

2008年4月1日公開

○○メッセージ

バージョン1.0

名称の一意性

定義

スキーマ

バージョン1.0

【対象物管理イメージ】

ドキュメント単位

での改変の管理

対象物間の

関係性管理

コンテンツ単位

での改変の管理

公開日毎の

管理

システム単位での

改変の管理

≪対象物≫
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業３.２ 対象物管理方法

上述した管理のあり方を実現するための管理方法と対象物について以下に示す。

付番管理

・公開単位

・メッセージ

・スキーマ

・メッセージ項目

・運用ガイドライン

名称管理

（ドキュメント・コンテンツ名称を一意に定義する）
・名称の一意性定義

・各種ドキュメント

版数管理

（公開の期日に応じて版数を付
ける）

・ドキュメント単位での改変の

管理

・コンテンツ単位での改変の

管理

・システム単位での改変の

管理

・公開日ごとの管理

・対象物間の関係性管理

バージョン管理

（公開の期日に応じてバージョン
を付ける）

管理方法

・公開単位

・メッセージ

・コードリスト

・スキーマ

管理対象物管理のあり方
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

４．名称管理について
４.１ 名称に関する課題やニーズ

（１）名称に関する課題

・複数の業界において同一のメッセージ名称が付けられているにも関わらず、構成されるメッセージ項目が

異なるケースが存在しうる。

“名称が同一”で“意味が異なる”メッセージ種の存在

返品

返品

発注

発注

値札

値札

メッセージ名称（Ｂ業界）

メッセージ名称（Ａ業界）

・複数の業界において、同一の意味を指しているものの名称がそれぞれ異なっているメッセージ項目が存在

しうる。

“意味が同一”で“名称が異なる”メッセージ項目の存在

仕入企業

事業所コード

請求取引先

ＧＬＮ

仕入企業名

取引先名称

納入先名称

最終納品先

名称

メッセージ項目名称

（Ｂ業界）

メッセージ項目名称

（Ａ業界）

例）

例）

今後策定される対象物において発生しうる課題を以下に示す。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

（２）名称に関して想定されるニーズ

【ニーズ】
メッセージは同一
であって欲しい

【ニーズ】
メッセージは同一
であって欲しい

将来的に多くの小売や卸・メーカーが流通BMSを利用する状況を想定すると、ユーザー企業として
は以下のニーズがあると想定される。

業界A

業界B

業界C

小売

業界X

業界Y

業界Z

卸

【ニーズ】
メッセージ種が混乱
しない。
一連で利用するメッ
セージの単位で識別
したい。

同一であってほしい

識別したい ・メッセージの名称による識別

⇒ 内容が異なるなら別メッセージ名称をつけることで識別

・利用する一連のメッセージの単位で名称をつけて識別
（業務プロセスなど）

・新規利用業界が検討する際のプロセスを提示

（メンテナンス実施プロセスの箇所にて別途説明）
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業４.２ 名称付けルール

■ 業界横断的に既存名称と重複しないように名称付けを行う。

■ 名称が同一であれば、必ず同じ意味を表しているものとする。

今後流通ビジネスメッセージ標準に参画する業界が拡大していった際に、複数業界とメッセージ

交換を行っている企業が混乱を起こさないための策として、以下の名称付けルールを示す。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業４.3 名称付けルールの適用対象

・運用ガイドライン／
メッセージ利用

ガイドライン

・メッセージ解説書

・複数の内容を物理的に1冊にまとめたものを指
す。（PDFファイルを含む）

・ドキュメントには「コンテンツ」が内包される。

・ドキュメントには複数バージョンのコンテンツが含
まれる場合がある。

ドキュメント

・業務プロセス

・公開単位

・メッセージ種

・メッセージ項目

・コードリスト

・ドキュメントを構成する内容のかたまりを指す。

・各々でバージョン付番されることもあり、個別に
提供される場合もある。コンテンツ

・システムおよびシステム仕様。スキーマを格納
するフォルダ群およびそのプロパティを指す。

内容および位置付け

・スキーマ
システム

例

ただしメッセージ種の名称については、メッセージ公開単位内での重複を避けるルールとし、公開
単位が異なる場合は同一名称のメッセージが存在することも可とする。

名称付けルールの適用対象は、複数業界にて重複した名称を付ける可能性のあるものとする。

具体的には以下を対象とする。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業

５．付番管理について
５.１ 付番の種類

・対象物が公開された年度を付記し、
通し番号で表す。・第1.1版 2008年4月1日公開版数管理

バージョン管理
・バージョン付番のルールに則って番号
を付ける。

・○○メッセージバージョン1.0

・○○スキーマバージョン1.1

凡例 概要種類

付番の種類と凡例について一覧に整理する。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.２ 版数付番について

版数管理について

「版数」は、ドキュメントの単位にて付番、また公開されるタイミングにて識別可能とする。

公開されるドキュメントのなかには複数のコンテンツが含まれる場合があるが、その際、
各コンテンツのバージョンが必ずしもドキュメントの版数と一致するとは限らない。

そのためドキュメントに関しては、メッセージ等のコンテンツを識別する「バージョン」とは
別に「版数」による管理を行う。

「版数」は、「メジャー版数」「マイナー版数」の2つのレベルにて管理をする。

例）

Aメッセージver1.0

Bメッセージver1.1

運用ガイドラインver??

例）

Aメッセージver1.0

Bメッセージver1.1

運用ガイドライン
（第1.１版2008年4月1日公開）
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.２ 版数付番について

ドキュメントへの版数の記載

××ガイドライン

第1.1版

2008年4月1日 公開

・版数および公開日を記載

【表示形式】



33

経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.２ 版数付番について

版数表示形式

メジャー版数 マイナー版数

99.99

重要な変更が発生した場合 誤字・脱字等軽微な修正の場合

・ドキュメントに表記されている
メッセージがひとつでも
メジャーおよびマイナーバージョンアップ

↓
ドキュメントはメジャー版数アップする。

・ドキュメントの修正
・メッセージバージョンの

リリースバージョンアップ
↓

ドキュメントはマイナー版数アップする。

メッセージとの関係性

≪メッセージバージョン≫

ﾒｼﾞｬｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ ﾏｲﾅｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ ﾘﾘｰｽﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.２ 版数付番について

各項の桁数、発番ルール

0 ～2桁マイナー版数

1 ～2桁メジャー版数

発番桁数

メジャー版数、マイナー版数ともに2桁で表現する。

ただし、2桁ではあるが、0～9については00、01、02・・・のような表記を避け、
1.0、1.1、1.2・・のように1桁で表記することとする。

メジャー版数は1から発番し、マイナー版数は0から発番する。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.３ バージョン付番について

バージョン管理について

メッセージやスキーマの変更のレベルを示す。

システムの互換性の有無を示す。旧バージョンと新バージョン間で互換性が保たれるのかを
表す。

「バージョン」は、各メッセージ種、各スキーマといったコンテンツの単位にて付番する。

「バージョン」には、 「メジャーバージョン」「マイナーバージョン」「リリースナンバー」の3つの
レベルにて管理する。レベル分けによって変更の影響や度合い（変更が階層構造を変更する
等システムに影響を与えるような大きな変更なのか、あるいは誤字・脱字の修正といった小さ
な修正なのか）を識別可能にする。



36

経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業5.3 バージョン付番について

・スキーマの修正に影響を及ぼさない範囲で
メッセージを修正する場合、リリースナン
バーを付番する。

・コードリストや各種ガイドライン等のドキュメ
ントに記載されている表記を修正する際にも
リリースナンバーを付番する。

・既存のXMLスキーマーと互換性が保たれる
変更が行われた場合、マイナーバージョンを
付番する。

・新規のスキーマ（例：ver1.1）で旧バージョン
（例：ver1.0）で作成したメッセージを検証す
ることができる。

・既存のメッセージおよびスキーマと互換性
がない変更を行った場合に付番される。

・メジャーバージョン間の互換性は無いため、
新規のスキーマ（例：ver2.0）で旧バージョン
（例：ver1.0）で作成したメッセージを検証す
るとエラーになる。

概要

・メッセージにおける誤字を修正する
リリースナンバー

・属性を“必須”から“任意”に変更する

・“任意”の項目を追加する

・桁数が増える

・データ型を数字から英数字に変更する

マイナーバージョン

・属性を“任意”から“必須”に変更する

・タグ名称の修正やタグ順序の変更

・階層構造の変更
メジャーバージョン

例種類

バージョンの種類
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.３ バージョン管理の対象物

バージョン管理の対象物

メッセージ公開単位メッセージ公開単位 スキーマ公開単位スキーマ公開単位

発注メッセージ

コードリスト

発注スキーマ

出荷スキーマ

・
・
・
・
・

出荷メッセージ

・
・
・

公開するまとまりにバージョン付番

個々にバージョン付番

バージョンを付番して管理を行う標準策定物は次のとおり。

メッセージ公開単位

スキーマ公開単位

各メッセージ

コードリスト

各スキーマ
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.３ バージョン付番について

バージョンの表示形式

メジャーバージョン

マイナーバージョン

99.99.99

リリースナンバー

メジャーバージョン

99.99

【メッセージ公開単位、メッセージ、コードリスト】 【スキーマ公開単位、スキーマ】

マイナーバージョン
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業5.3 バージョン付番について

各項の桁数、発番ルール

0 ～2桁リリースナンバー

0 ～2桁マイナーバージョン

1 ～2桁メジャーバージョン

発番桁数

メジャーバージョン、マイナーバージョン、リリースナンバーともに2桁で表現する。

ただし、2桁ではあるが、0～9については00、01、02・・・のような表記を避け、
1.0、1.1、1.2・・のように1桁で表記することとする。

メジャーバージョンは1から発番し、
マイナーバージョン及びリリースナンバーは0から発番する。

ただし、リリースナンバーに関しては、１に上がった時点より表記する。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.３ バージョン付番について

バージョン付番のルール

メッセージ/スキーマの公開単位には、公開タイミングにおいてバージョンを付番する。

その際、新規作成、またはメジャー/マイナー要件の変更がなされたメッセージ/コードリス
ト/スキーマのメジャー/マイナーバージョンは、公開単位のバージョンと同一のバージョン

を付番する。
（したがって、新規メッセージに関しても必ずしもVer1.0から始まるわけではなく、公開単位のバージョ

ンにあわせた付番が行われる。）

ただし、リリースナンバーについては、公開単位とメッセージ/コードリストのバージョンは

連動せず、０から順番に付番する。

また、変更がリリースナンバー要件である場合、メッセージ/コードリストのバージョン（メ

ジャー、マイナー、リリースナンバー）は配布単位のバージョンと連動せずに付番する。
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経済産業省 平成１９年度
流通システム標準化事業５.３ バージョン付番について

Ver 99. 99

XMLXMLスキーマスキーマ

メッセージ公開単位メッセージ公開単位 スキーマ公開単位スキーマ公開単位

Ver 99. 99. 99

メッセージメッセージ

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

連動

連動

VerVer 99.99. 99.99. 9999 VerVer 99.99. 9999

非連動
公開タイミングに、
メジャー/マイナー要件の
変更があった場合は連動

公開タイミングに、
メジャー/マイナー要件の
変更があった場合は連動

バージョン管理対象物間の関係性
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業５.４ リリースバージョンの付番イメージ

請求・支払
のﾘﾘｰｽ
ﾅﾝﾊﾞｰが
Ver-Up

発注が
ﾏｲﾅｰ

Ver-Up

発注
のﾘﾘｰｽ
ﾅﾝﾊﾞｰが
Ver-Up

基本形メッセージ基本形メッセージ

Ver1.2Ver1.2

発注Ver1.2

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形スキーマ基本形スキーマ

Ver1.2Ver1.2

発注Ver1.2

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形メッセージ基本形メッセージ

Ver1.3Ver1.3

発注Ver1.3

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形スキーマ基本形スキーマ

Ver1.3Ver1.3

発注Ver1.3

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形メッセージ基本形メッセージ

Ver1.3.1Ver1.3.1

発注Ver1.3

請求Ver1.2.1

支払Ver1.2.1

・
・
・

基本形スキーマ基本形スキーマ

Ver1.3Ver1.3

発注Ver1.3

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形メッセージ基本形メッセージ

Ver1.3..2Ver1.3..2

発注Ver1.3.1

請求Ver1.2.1

支払Ver1.2.1

・
・
・

基本形スキーマ基本形スキーマ

Ver1.3Ver1.3

発注Ver1.3

請求Ver1.2

支払Ver1.2

・
・
・

基本形メッセージ基本形メッセージ

Ver1.4Ver1.4

発注Ver1.3.1

請求Ver1.4

支払Ver1.4

・
・
・

基本形スキーマ基本形スキーマ

Ver1.4Ver1.4

発注Ver1.3

請求Ver1.4

支払Ver1.4

・
・
・

請求・支払が
ﾏｲﾅｰVer-Up
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

Ⅲ．組織体制について
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業１．組織体制の考え方

流通BMSに対する追加・修正等が行われる際のメンテナンス方式を策定する上で、

以下のような要件が求められると考えられる。

－ CRの検討、承認にあたっては、各業界にとって公平な必要がある。

－ CRの内容について各業界の影響を漏れなく検討する必要がある

－ 業界間で情報共有および共同で検討を行う必要がある

流通ビジネスメッセージ標準のメンテナンスを実施するにあたっては、上記の要件を満た

すような、組織体制の設定、メンテナンス実施プロセスを策定する必要がある。

本章では、まずメンテナンス実施する上での組織体制について解説する。



45

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

２．流通ビジネスメッセージ標準のメンテナンス
に関わる組織体制の全体概要

流通ビジネスメッセージ標準のメンテナンスに関わる組織は、大別して協議会と業界内会

議体で構成される。

（１） 協議会

（２） 業界内会議体

協議会では、業界横断的に流通ビジネスメッセージ標準の維持、管理、普及を行う。

協議会内の流通ビジネスメッセージ標準に関する組織体制は以下が想定されている。

① 総会

② 運営委員会

③ メッセージメンテナンス部会（仮称）

④ 業界間ミーティング

⑤ 業界間検討ワーキング（WG）

⑥ 事務局

⑦ 技術仕様ワーキング（WG）（仮称）

業界内会議体では、各業界団体内で流通ビジネスメッセージ標準に関する検討を
行う。
業界団体内での会議体の名称や構成については、各業界団体に依存する。



46

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

２．流通ビジネスメッセージ標準のメンテナンス
に関わる組織体制の全体概要

メッセージメンテナンスに関する組織の全体像は以下のとおり。

総会

運営委員会

メッセージ
メンテナンス部会（仮）

メッセージ
メンテナンス部会（仮）

商品マスタ
項目部会（仮）

物流ラベル
部会（仮）

事務局事務局

■ 協議会

・・・

業界間
検討WG
業界間

検討WG
業界間ミー

ティング

業界間ミー
ティング

技術仕様
部会（仮称）

技術仕様
部会（仮称）

A業界
検討会議体

A業界
検討会議体

B業界
検討会議体

C業界
検討会議体 ・・・

■ 業界内会議体

＊必要に応じて会議体を設置

＊ ＊ ＊
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

① メッセージメンテナンス部会（仮）

設置の目的

流通ビジネスメッセージ標準は、流通業界において業種業態の枠を越えて利用される
ものであり、一定のルール・指針に基づいて業界横断的に維持・管理を行うことが必要
となってくる。また、各業界で流通BMSへの変更が検討される際に、検討されている内
容に関して関連する業界間で情報共有を行うことで、各業界が個別に同じような検討を
行うことを防止することが求められている。

そのため、協議会の中に流通ビジネスメッセージ標準の利用及び検討を開始している
各業界の業界団体で構成されるメッセージメンテナンス部会（仮）を設置する。

主な役割

• 流通BMSの管理およびメンテナンスに関する意思決定機関

• 業界内会議体の検討内容についての情報共有

• 他部会における検討内容についての情報共有
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

① メッセージメンテナンス部会（仮）

機能

・業界内会議体における検討テーマの把握

・業界内会議体における検討内容把握

・業界内会議体における検討進捗状況把握

・業界間ミーティング設置の決定

・業界内会議体検討状況

についての情報共有

・CRを受け付けることの妥当性判断・CRの受付を承認

・他部会における検討テーマの把握

・他部会における検討内容の把握

・他部会における検討進捗状況把握

・他部会における検討内容

についての情報共有

メッセージメン

テナンス部会

（仮）

・CR対応案の整合性判断・CR対応案の承認

・CRにより影響のある策定物の把握

・CRにより影響を受ける業界の把握

・CRの内容による作業見積り

・CR検討体制決定（必要に応じて業界間WGや技術仕

様WG（仮称）を設置）

・CR対応案記述書の作成

・CRの内容に対する対応

方法の決定

機能位置づけ会議体
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

① メッセージメンテナンス部会（仮）

メンバー

• メッセージメンテナンス部会（仮）のメンバーは、流通ビジネスメッセージ標準の利用
及び検討を開始している各業界の業界団体から原則１名ずつ選出された代表者か
ら構成される。

• 各業界団体からの人選にあたっては、メッセージメンテナンス部会（仮）ではチェン
ジリクエストの内容の承認を行うことから、各業界で利用及び検討している流通ビジ
ネスメッセージ標準の内容を理解していることが望ましい。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

② 業界間ミーティング

設置の目的

メッセージメンテナンス部会（仮）における情報共有の結果、CR提出の前に業界間での
検討の必要があると判断された場合に必要に応じて設置される。

主な役割

• 個別業界で検討される流通BMSへの変更（追加・修正・削除）の要件および検討状
況の情報共有
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

機能

・個別業界における検討状況についての情報共

有

・流通BMSへの変更（追加・修正・削除）の要件

に関する情報共有

・業界内検討状況の情報

共有業界間

ミーティング

・流通BMSへの変更（追加・修正・削除）に関する

業界間検討
・CR提出に向けた検討

機能位置づけ会議体

② 業界間ミーティング

メンバー

• 各業界で検討されている内容について興味を持つ業界から選出された代表者4～5名ず
つで構成される。

• 業界間ミーティングに参加したい業界は、協議会事務局に対して参加申し込みを行う。

• 業界間ミーティングへの参加申し込みがない場合は、業界間ミーティングは開催しない。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

開催イメージ

② 業界間ミーティング

メッセージメンテナンス部会（仮）

A業界代表

B業界も○○メッセー
ジについて一緒に検

討したい

B業界代表

A業界では、○○
メッセージの新規作
成を検討している

メッセージメンテナンス部会（仮）で
業界内の検討状況について情報共
有し、業界間ミーティング設置の必
要性を認識する。

業界間ミーティング

B業界代表4～5名

A業界代表4～5名

メッセージメンテナンス部会（仮）で
業界間ミーティングが設置される。各
業界の代表者4～5名が集まり、情
報共有・検討が行われる。

A業界で検討してい
るメッセージ項目

は・・・
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

③ 業界間検討ワーキング

設置の目的

個別業界から申請のあるCRの内容によっては、CRへの対応案を関連する業界間で
共同で検討する必要性が生じることがある。そのため、メッセージメンテナンス部会
（仮）が業界間での実検討の場として業界間検討WGを設置する。

主な役割

• 個別業界から申請のあったCRの内容について、影響を受ける業界間でCRへの対
応方法について検討を行う。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

機能

業界間検討WG

・CRに対する流通BMSの変更・修正に関する具

体的検討

・CR対応案記述書の作成

・CRへの対応案の検討

機能位置づけ会議体

③ 業界間検討ワーキング

メンバー

• 個別業界からあげられたCRの内容について、共同で検討を行う必要のある業界の
代表者4～5名ずつから構成される。

• 各業界からは、CRへの対応方法について実検討を行うことができるメンバーを
選定することが望ましい。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

④ 事務局

設置の目的

協議会にて流通BMSの管理・維持を行っていくうえで、CRの受付やステータスの管理

等の諸事務手続きや個別業界のサポートが必要となる。これらの作業を担う役割とし
て、協議会の事務局を設置する。

主な役割

• メッセージメンテナンス部会（仮）、業界間WG、業界内会議体における検討状況を

把握し、サポートを行う。

• CRの受付及び検討ステータスの管理、検討会議体の設置、策定物の公開等メッ

セージメンテナンスに関わる事務的作業を担う。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

機能

④ 事務局

・業界間ミーティングへの参加申し込みの受付

・業界間ミーティングの開催

・業界間ミーティングの運営

・業界間ミーティングの設

置・運営

機能位置づけ会議体

・個別業界からの流通BMSに関する検討の申

し入れや、検討方法、検討状況の報告の受付

・業界内検討申し入れおよ

び検討状況報告の受付

事務局 ・流通BMSに関して業界内で検討されている内

容の、協議会参加業界への告知

・業界内で検討されている

内容の告知

・業界内で検討される内容に従い、既存の流通

BMSに関する資料提供やアドバイス等の支援
・業界内検討のサポート
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

機能

・流通BMSで利用する他団体による標準の動向

把握

・他団体が策定する標準

仕様の変更把握

・業界間検討WGでの検討内容を踏まえたCR対

応案記述書の作成
・CR対応案記述書の作成

機能位置づけ会議体

・個別業界からの問い合わせ対応・問合せ対応

・業界間検討WGへの参加申し込みの受付

・業界間検討WGの開催

・業界間検討WGの運営

・業界間検討WGの設置・

運営

・業界間検討依頼書作成

・各業界への告知

・関連業界への業界間検

討WG参加依頼

・CRのステータス管理
・検討状況管理台帳の

記載

・CRの受付窓口

・CR提案書の記載内容確認
・CRの受付

事務局
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

メンバー

• 流通BMSの検討に関わるサポートを行うため、内容についての知識を有している

必要がある。

• 協議会設立時には、流通システム開発センターが担うことが予定されている。

④ 事務局
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

設置の目的

流通BMSで採用している技術に関するCRに際しては、業界代表者だけではなく検討の
対象となる技術に関する有識者の見解も必要となる。このような技術面でのCRの検討
の場として技術仕様WG（仮称）を必要に応じて設置する。

主な役割

• 技術に関するCRについて、対応案の検討をおこなう。

⑤ 技術仕様ワーキング（仮称）
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（１） 協議会

機能

⑤ 技術仕様ワーキング（仮称）

求められる機能位置づけ会議体

技術仕様WG

（仮称）

・CRに対する流通BMSの変更・修正に関する

具体的検討

・CR対応案記述書の作成

・CRへの対応案の検討

メンバー

• CRの内容によって、当該技術分野に関する知識を有しているメンバーから構成される。

• 基本的には協議会をサポートする連携企業・団体（ＩＴベンダー等）に会議体への参加を
募る。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

（２） 業界内会議体

設置の目的

個別業界が流通BMSを採用するにあたり、業界内での流通BMSの適用等を検討

する必要があると考えられる。

個別業界に対して流通BMS検討会議体の設置を必須で求めはしないが、何らかの

会議体を有することが望ましい。

主な役割

• 流通BMSに関する業界内の意見を集約する。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．各会議体の詳細

機能

求められる機能位置づけ会議体

・流通BMSに関する個別企業からの要望の

受付

・個別企業からの要望の受

け付け

業界内会議体

・業界内での検討状況の報告

・CRによる変更後の具体案の作成

・CR提案書作成

・業界としてのCRのとりまと

め

・流通BMSに関する会議体運営
・流通BMSに関する業界内

検討

（２） 業界内会議体

メンバー

• 各業界内での検討体制および構成メンバーの資質については、協議会からは規定
せず、各業界団体に任せるものとする。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

Ⅳ．メンテナンス実施プロセスにつ
いて
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業１. メンテナンス実施プロセスの指針

メンテナンス実施プロセスは、流通BMSに対する変更（追加、修正、削除）を行う際に適用
される。

（１）対象

業界内での流通BMS策定を前提とした①業界内検討フェーズ、協議会における検討から
承認、策定物の公開に至るまでの②業界間検討フェーズ全体を対象とする。

（２）位置付け
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業１. メンテナンス実施プロセスの指針

（３）用語

メンテナンス実施プロセスにて使用する用語について説明する。

協議会に対して「チェンジリクエスト提案書」を提出し、流

通BMSに対する追加、修正、削除の提案を行う行為を示

す。
チェンジリクエスト（CR）

業界内での検討をもとに流通BMSに対する追加、修正、

削除の提案を行い、業界間検討、協議会の承認を経て、

策定物が公開されるまでの一連の手続きを示す。

チェンジリクエスト（CR）プロセス

チェンジリクエストプロセスをチェンジリクエスト提出前と

後の２段階に分けたもの。「業界内検討フェーズ」と「業界

間検討フェーズ」に分けられる。
フェーズ

各フェーズについて細かい手順に分けたもの。検討ス

テータスを示す。

意味

ステップ

用語
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２. メンテナンス実施プロセスの全体概要

流通BMSメンテナンスの一般的な流れを示す。

CR
提案書

① 業界内検討フェーズ ② 業界間検討フェーズ

チェンジリクエスト提出
をもって、協議会での

検討に移行

業界内検討 業界間検討 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会（仮）承認

新たなメッセージを
作成したい

業界内で検討を行い、
変更要求とりまとめた上で

CR提案書を作成する

CRについて業界間で検討を
行い、メッセージメンテナンス

部会（仮）で承認を行う。

メッセージメンテナンス
部会（仮）承認の後、
策定物の修正・公開

他業界との情報共
有が必要だ

業界内検討会議 業界間検討会議
メッセージメンテ
ナンス部会（仮）
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

各ユーザー業界のWG

２.１ 各フェーズのメンテナンス実施プロセス概要

（１）業界内検討フェーズ

協議会

業界間ミーティング
検
討
申
入
れ
／
支
援
依
頼

情報共有 検討

検討テーマ
合意

検討テーマ
受付

検討

業界内検討フェーズにおけるメンテナンス実施プロセスの流れを示す。

情報共有

CR作成

資料提示
／検討支援

支
援

資
料
参
照

会議体設置

検
討
状
況
報
告 ※必要に応じて会議体設置

※点線部分は、必要に応じて実施
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２.１ 各フェーズのメンテナンス実施プロセス概要

（２）業界間検討フェーズ

協議会

各ユーザー業界のWG

CR

受付
検討方法・
体制決定

提
出

CR対応
方法検討

承認 公開

業界間検討フェーズにおけるメンテナンス実施プロセスの流れを示す。

会議体
設置

対応方法
案策定

業界間検討WG
ア
ナ
ウ
ン
ス

CR対応
方法検討

対応方法
案策定

参加者
決定

※必要に応じて会議体設置

対応案の
業界内検討

※点線部分は、必要に応じて実施



69

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３. 業界内検討フェーズ

業界内会議体 業界間ミーティング 協議会

ス
テ
ッ
プ
1

検討テーマ検討テーマ
合意合意

検討テーマ検討テーマ
受付受付／資料提示／資料提示

情報共有情報共有
／検討／検討

CRCR作成作成

ス
テ
ッ
プ
2

ス
テ
ッ
プ
3

ス
テ
ッ
プ
5

ス
テ
ッ
プ
4

各ステップの概要
・業界内会議体は個別企業の意見をもと
に検討テーマについて検討し、合意する。

・検討テーマについて協議会に報告し、検
討開始の申入れ、支援の要請を行う。

・協議会事務局にて業界内会議体での検
討テーマの報告を受け、協議会のメッセー
ジメンテナンス部会（仮）に検討開始の報
告をする。

・協議会は業界内会議体に対して参照資料
を提示する。

・業界内会議体で資料を参照、検討方法を
決定し、検討を開始する。また、ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝ
ﾃﾅﾝｽ部会（仮）に検討状況を報告する。

・協議会の事務局は検討状況を把握し、必
要に応じて業界内会議体の検討を支援す
る。

・メッセージメンテナンス部会（仮）は、業界
内会議体から検討状況についての報告を
受け、情報共有を行う。

・必要に応じて、業界間ミーティングを設置
し、業界間で情報共有を行う。

・業界内会議体での検討結果にもとづき
（業界間ミーティングが開催された場合
はそこでの検討結果も反映させて）CR
提案書を作成する。

検討支援検討支援

CR
提案書

情報共有情報共有

会議体設置会議体設置

※点線部分は、必要に応じて実施

資料参照資料参照
／検討／検討



70

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３.１ メンテナンス実施プロセス詳細

個別企業 業界間ミーティング 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

ス
テ
ッ
プ
1

検討要請

検討テーマ合意

検討テーマ
受付

参照資料提示／
参照・検討支援

ス
テ
ッ
プ
2

ス
テ
ッ
プ
3

業界内
検討申請書

内容検討
／検討状況報告

資料の参照

検討状況
管理台帳

情報共有

検討方法決定
／報告
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３.１ メンテナンス実施プロセス詳細

ス
テ
ッ
プ
5

ス
テ
ッ
プ
4

情報共有／検討

CR案検討

CR作成

CR
提案書

CR案作成
／報告

情報共有会議体
開催の決定

会議体の設置

情報共有

※点線部分は、必要に応じて実施

個別企業 業界間ミーティング 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４. 業界間検討フェーズ

業界内会議体 業界間検討WG 協議会

ス
テ
ッ
プ
6

CRCRのの提出提出

CRCR受付受付

CRCR対応案対応案のの
承認承認

ス
テ
ッ
プ
7

ス
テ
ッ
プ
8

ス
テ
ッ
プ
10

検討状況
管理台帳

ス
テ
ッ
プ
9 CR対応案

記述書

CR
提案書

各ステップの概要

・業界内会議体は個別企業からの要望を
検討し、業界の総意としてCR提案書にま
とめ協議会に提出する。

・協議会の事務局にてCR提案書を受付け、
メッセージメンテナンス部会（仮）にCR検
討を依頼する。

・受け付けたCRのステータス管理を行う。

・協議会の部会にてCR内容確認後、CRの
検討に必要な体制・期間を決定する。

・ 必要に応じて、業界間検討依頼書により
業界間検討WGの設置を依頼する。

・業界間検討WGが設置された場合、業界内
会議体は参加者を決定する。業界間検討
WGにてCR対応について協議を行う。

・ CR対応案についてCR対応記述書としてま
とめる。

・業界間WGから提出されたCR対応記述書
をもとに、メッセージメンテナンス部会（仮）
で内容確認と承認を行う。

・ 承認を受け、メッセージ、スキーマ、ガイド
ラインの作成を協議会の事務局にて行い、
各策定物の変更履歴とともに公開する。

検討方法・体制検討方法・体制
決定決定

※点線部分は、必要に応じて実施

CRCR検討会議体検討会議体
の設置の設置 業界間

検討
依頼書

CRCR対応対応方法検方法検
討／対応案策定討／対応案策定

CR対応案
記述書

実証実証

CRCR対応対応方法検方法検
討／対応案策定討／対応案策定

新バージョンの新バージョンの
公開公開

各策定物の
変更履歴
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.1 チェンジリクエストの内容による分類

・メッセージ

・スキーマ

・運用ガイドライン

・XMLテクニカルガイド

・CRを上げたユーザー業界

・ガイドラインを利用するユーザ業界

・メッセージメンテナンス部会（仮）事

務局

・メッセージメンテナンス部会（仮）

・各ユーザ業界・メッセージの修正

／追加

・当該ガイドライン・CRを上げたユーザー業界

・ガイドラインを利用するユーザ業界

・メッセージメンテナンス部会（仮）事

務局

・メッセージメンテナンス部会（仮）

・各ユーザ業界・運用ガイドライン／メッ

セージ利用ガイドライン

の修正（項目のセット方

法等）

・当該ガイドライン・CRを上げたユーザ業界

・メッセージメンテナンス部会（仮）事

務局

・メッセージメンテナンス部会（仮）

・各ユーザ業界・スキーマに影響を与え

ない範囲での、明らか

な誤字の修正

影響範囲CRにおける関係者発生場所CRの種類

チェンジリクエストの内容により検討プロセスが分かれることが想定されるため、チェンジリ
クエストの内容を以下のように分類し、チェンジリクエストのタイプを抽出する。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.１ チェンジリクエストの内容による分類

変更の状況により、

全ての策定物に影

響を与える可能性が

ある

・流通ビジネスメッセージ標準を利用

する全ユーザ業界

・ユーザをサポートするITベンダー

・メッセージメンテナンス部会（仮）事務

局

・メッセージメンテナンス部会（仮）

・技術仕様WG

・ITベンダー

・ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝ

ｽ事務局

・他団体の標準の変更に

伴う修正

・導入ガイドライン

・通信プロトコル利

用ガイドライン

・CPAテンプレート

・流通ビジネスメッセージ標準を利用

する全ユーザ業界

・ユーザをサポートするITベンダー

・メッセージメンテナンス部会（仮）事務

局

・メッセージメンテナンス部会（仮）

・技術仕様WG

・ユーザ業界

・ITベンダー

・通信プロトコルやセキュ

リティ等技術に関する

変更

影響範囲CRにおける関係者発生場所CRの種類
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.２ チェンジリクエストのタイプ

チェンジリクエストの内容によって、CRのタイプは以下のように分類される。

技術仕様

WG

・セキュリティやプロトコル

の仕様変更

・国際標準の変更

技術に関する専門的知識を

有するメンバーでの検討が必

要なもの。

（４）技術面

業界間WG

業界内WG

・既存メッセージの修正

・新たなメッセージの作成

複数業界に影響があり、業界

間でCRの対応方法を調整す

る必要があるもの。

（３）業界間検討レベル

ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝ

ﾃﾅﾝｽ部会

（仮）

・運用ガイドラインのセット

方法の修正

修正箇所の内容に変更を与

えるが、他業界への影響が少

ないもの

（２）部会検討レベル

事務局・ガイドラインの誤記修正ユーザー企業への影響がなく、

事務局で受付けることで対応が

終了するもの。（修正される箇

所の意味や内容に変更はな

い。）

（１）事務局検討レベル

対応者例内容CRタイプ

※国際標準であるGSMPでは、Simple、Complexの2つに分けて、検討フローが異なる。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.３ 各タイプにおける検討の流れ

ステップ10

承認

※必要に応じて繰り返し検討

ステップ9

対応検討

（４）技術面

（３）業界間検討レベル

（２）部会検討レベル

（１）事務局検討レベル

ステップ8

会議体決定

ステップ7

受付

ステップ6

発生

CRタイプ

業界業界

業界業界

業界業界

業界業界

事務局事務局

事務局事務局

事務局事務局

事務局事務局

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

業界間
検討WG

業界間
検討WG

業界内
会議体

業界内
会議体

技術仕様WG技術仕様WG

※上記の検討の流れの中でも、次のような要因により、各ステップでの検討プロセスの詳細に例外が発生すること
が予想される。

－業界団体を持たない企業からのCRの要望
－ITベンダーからの要望

事務局事務局

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

メッセージメン
テナンス部会

（仮）

各チェンジリクエストタイプにおける検討の流れは以下のようになる。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

（１）事務局検討レベル

業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

ス
テ
ッ
プ
6

CR作成（業界と
してとりまとめ）

CR受付

CR対応案記述
書作成

CR対応案の
確認／承認

CR
提案書

ス
テ
ッ
プ
7

ス
テ
ッ
プ
8

ス
テ
ッ
プ
10

検討状況
管理台帳

策定物の公開

各策定物の
変更履歴

ス
テ
ッ
プ
9

CR対応案
記述書
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

（２）部会検討レベル

業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

ス
テ
ッ
プ
6

CR作成（業界と
してとりまとめ） CR

提案書

ス
テ
ッ
プ
7

ス
テ
ッ
プ
8

ス
テ
ッ
プ
10

ス
テ
ッ
プ
9

CR受付

CRへの
対応案策定

CR対応案の
確認／承認

検討状況
管理台帳

策定物の公開

各策定物の
変更履歴

CR対応案
記述書
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

（３）業界間検討レベル

業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会
ス
テ
ッ
プ
6

CR作成（業界と
してとりまとめ） CR

提案書

ス
テ
ッ
プ
7

ス
テ
ッ
プ
8

ス
テ
ッ
プ
10

ス
テ
ッ
プ
9

CR受付

CR内容確認
／検討体制・期

間決定

関連業界
への告知

業界間
検討WG

設置

業界代表企業
の選定

CRへの
対応案策定

CR対応案に関す
る見解検討

業界内検討による
見解を踏まえて
CR対応案を作成

CR対応案の
確認／承認

検討状況
管理台帳

業界間
検討

依頼書

CR対応案
記述書

CR対応案
記述書

（改定版）

次ページへ
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

（３）業界間検討レベル

業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

実証企業決定

ス
テ
ッ
プ
10

CR内容確認
／検討体制・期

間決定

スキーマ取得

CR対応案の
確認／承認

策定物の公開

各策定物の
変更履歴

実証企業
募集

スキーマ
作成

実証実施

実証結果報告
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.4 メンテナンス実施プロセス詳細

（４）技術面

ス
テ
ッ
プ
6

ス
テ
ッ
プ
7

ス
テ
ッ
プ
8

ス
テ
ッ
プ
10

ス
テ
ッ
プ
9

CR内容確認
／検討体制・期

間決定

業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会 技術仕様WG（仮称

CR受付
検討状況
管理台帳

技術仕様に関す
るCRの要望

CR
提案書

CRへの
対応案策定

CR対応案
記述書CR対応案に関す

る見解検討

業界内検討による
見解を踏まえて
CR対応案を作成

CR対応案
記述書

（改定版）CR対応案の
確認／承認

策定物の公開

各策定物の
変更履歴
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

（５）例外プロセスの流れ

以下の場合においては、CRのタイプで示した検討プロセスに当てはまらないことが考えられる。

ⅰ）業界団体を有しない企業からのCRの要望

ⅱ）他団体の標準変更に伴う流通ビジネスメッセージ標準の変更
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

ⅰ）業界団体を有しない企業からのCRの要望

業界団体を有しない場合、業界としての提出ができないため、ステップ6のCR受付フローは以
下のようになると考えられる。

個別企業 業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

ス
テ
ッ
プ
6

CRの要望

業界でCRの要
望をとりまとめ

CRの要望を上げ
た業界の企業を

召集

CR
提案書

CRの要望の仮
受付

CR受付

検討状況
管理台帳

ス
テ
ッ
プ
7
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４.４ メンテナンス実施プロセス詳細

ⅱ）他団体の標準変更に伴う流通ビジネスメッセージ標準の変更

流通ビジネスメッセージ標準では、SBDHやAS2など他団体で策定された標準仕様を利
用している。これらの他団体の標準が変更になった場合は、ステップ6のCR受付フロー
は以下のようになると考えられる。

個別企業 業界間検討WG 事務局
業界 業界間検討 協議会

業界内会議体 ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

ス
テ
ッ
プ
6

CRの受付承認

CR
提案書

他団体の
標準変更把握

技術仕様WG（仮称）

他団体の標準変
更に伴うCRの

要／不要を判断

CRの受付
ス
テ
ッ
プ
7

検討状況
管理台帳
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業５．スキーマ公開前の実証について

（1）スキーマの実証について

原則として、チェンジリクエストにより変更および新規作成されたスキーマは、公開前にスキー
マの実証を行うことを必須とする。

ただし軽微な変更の場合は、メッセージメンテナンス部会（仮）の承認の基、実証を行わないも
のとする。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

①業界内での合意

②スキーマ取得

③接続テスト

④運用テスト

⑤並行運用

⑥実証報告

①業界内での合意
・実装希望企業は、相対企業を選定したうえで、業界に報告、及び承認を得

る。

②スキーマ取得
・マッピング作業が完了し、メッセージ項目が確定したら

協議会（仮称）からスキーマを取得する。

④接続テスト
・相対企業間で接続テストを行う。

⑤運用テスト
・接続テスト完了後、バックエンドシステムとも連携した運用テストを行う。

⑥並行運用
・運用テスト完了後、既存手順との並行運用を行う。

⑦実証報告
・並行運用において、問題がないことが確認できたら、業界内会議体へ報告

を行う。
・業界内会議体からﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会（仮）に報告後、スキーマを公開

する。

・N対Nが望ましいが、最低限１対Nの企
業での実証を前提とする。

・スキーマ取得後、仕様書とスキーマの
内容が一致していることを確認する。

・接続テストの検証ポイント、完了条件は
次ページ参照。

・自社ｼｽﾃﾑの中で、マッピング通りの送
受信ﾃﾞｰﾀが正しく作成できることを確
認する。

・既存手順での運用を担保した上で、
流通BMSが稼働することを確認する。

・仕様通りの実装ができていることを
メッセージメンテナンス部会（仮）に
報告し、承認を得る。

５．スキーマ公開前の実証について

（2）実証の手順
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

④接続テスト

流通BMSを正しく実装できているか、相対間で接続できるかどうかを確認するためには、
以下のような手順でテストを行う。

（１）それぞれの相手先URLを確認できる状態になっている。
⇒ブラウザから相手先エンドポイントを指定し、相手側のトップページが表示されるか確認する。

（トップページがない場合は、適切な手段で接続できていることを確認する。）

（２）接続認証が正しく設定されている。
⇒ベーシック認証のID／PWの設定やクライアント認証の画面などにより確認する。

（３）サーバ認証が正しく設定されている。
⇒SSL認証の画面などにより確認する。

（４）メッセージ（インスタンス）を正しく送受信できる。
⇒スキーマを送受信し、エラーがないか確認する。

（５）メッセージ（インスタンス）のバリデーションチェックが正しくできる。
⇒受信したスキーマをチェックし、エラーがないかどうか確認する。

◆接続テストにおける確認内容は、以下の通りである。

５．スキーマ公開前の実証について
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

◆事務局にて参加企業を募集

◆ＣＲを提出した業界内から選定

•事務局にてＨＰ等で実証参加企業を募集する。

•立候補企業が現れた場合には実証を行う。

•ＣＲを提出した業界にて、責任を持って実証参加企業を選定し、実証を行う。

５．スキーマ公開前の実証について

（3）実証企業

スキーマ公開の前に実証を行う際の実証参加企業の選定は、以下の通りとする。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

◆策定物の公開タイミング

◇公開時期の固定化

基本的には公開時期を年2回（4月、10月）に固定化し、決まった時期に新しい策定物を提供する。

公開時期固定化の対象物は、全ての策定物（メッセージ・スキーマ・ドキュメント類）とする。

同一バージョンのメッセージとスキーマは、同時に公開するものとする。

ただし、以下の場合においては公開時期以外でも、メッセージメンテナンス部会の承認のもと、

都度公開することとする。

策定物の公開時期について以下の通りとする。

• コードリスト

（流通BMS普及期においては、コードリストに対するCRは随時受け付け、都度公開を

実施する。）

• 公開済みXMLスキーマのバグ修正

• チェンジリクエストの際に早期公開をユーザーが希望する場合

【例外的な公開を行うケース】

◇策定物の公開前の個別提供について

協議会に参加する団体および企業から要請があった場合、メッセージメンテナンス部会の承認の

もと、要請のあった団体および企業に対して、公開前の策定物も個別に提供することとする。

公開前の策定物の提供を要望する団体および企業は、提供される策定物が公開前であることか

ら、公開時には変更が加わっている可能性があることを承知しているものとする。

６．策定物の公開タイミング
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業７．チェンジリクエストの進捗状況の公開

各業界から挙げられたチェンジリクエストの検討の進捗については、事務局にて管理を行う。

進捗状況については、協議会の会員が把握できるように公開するものとする。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

添付資料 流通BMSメンテナンス
に関する書式
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業書式一覧

①業界内検討申請書
業界内検討フェーズにおいて、個別業界が流通BMSへの追加・修正等の変更を
行う際に、協議会に対して検討開始の申し入れをするための書式

②チェンジリクエスト提案書
個別業界が、流通BMSに対する追加・修正等の変更を提案する際に協議会に提出する書式

③業界間検討依頼書
協議会事務局がチェンジリクエストにより影響を受ける業界に対して、業界間検討WＧへの参加
を依頼する際の書式

④チェンジリクエスト対応案記述書
チェンジリクエストに対する具体的な対応案を記述するための書式

⑤検討状況管理台帳
協議会事務局が、チェンジリクエストの検討状況を管理するための書式

⑥変更履歴一覧表
策定物に対するチェンジリクエストによる変更の履歴を管理するための書式
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

添付資料 変更履歴
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業変更履歴

第2.0版Ⅱ章5.3バージョン付番についてバージョン付番ルールの変更

第2.0版Ⅱ章5.3バージョン付番についてコードリストの拡張による変更

第2.0版
Ⅱ章5.2版数付晩について

Ⅱ章5.3バージョン付番について
マイナーバージョン／版数の桁数変更

第2.0版Ⅱ章5.2版数付晩について追補版の削除

第2.0版Ⅱ章4.3名称付けルールの適用対象メッセージ種への名称付けルールの変更

第2.0版

Ⅰ章4（2）標準管理対象物について（概要）

Ⅱ章2.2対象物の分類

Ⅱ章4.3名称付けルールの適用対象

Ⅱ章5.3バージョン付番について

コードリストへのバージョン付番管理

第2.0版

Ⅰ章4（2）標準管理対象物について（概要）

Ⅱ章2.1標準管理対象の概要

Ⅱ章2.2対象物の分類

Ⅱ章4.3名称付けルールの適用対象

Ⅱ章5.3バージョン付番について

公開単位の設定

第2.0版

Ⅰ章4（2）標準管理対象物について（概要）

Ⅱ章5.1付番の種類

Ⅱ章5.2版数付晩について

ドキュメント版数の付番方法変更

対応版数修正箇所修正内容
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業変更履歴

第2.0版Ⅳ章7．チェンジリクエストの進捗状況の公開進捗状況の公開方針による変更

第2.0版Ⅳ章4.1チェンジリクエストの内容による変更スキーマ解説書の削除

第2.0版Ⅳ章6．策定物の公開タイミング策定物の公開タイミングの固定化による変更

第2.0版添付資料 変更履歴変更履歴の追加

第2.0版Ⅳ章4.1チェンジリクエストの内容による変更運用ガイドラインの1本化方針による変更

第2.0版

Ⅳ章4．業界間検討フェーズ

Ⅳ章4.4メンテナンス実施プロセス詳細

Ⅳ章5．スキーマ公開前の実証について

実証プロセスの追加

第2.0版

Ⅲ章3．各会議体の詳細

Ⅳ章3.1メンテナンス実施プロセス詳細

Ⅳ章4.4メンテナンス実施プロセス詳細

添付資料 流通ＢＭＳメンテナンスに関する書式

流通ＢＭＳメンテナンスに関する書式の変更

対応版数修正箇所修正内容


